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福
祉
関
連
の
う
ご
き
（
〇
付
き
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

○
内
閣
府
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）被
害
者
に
対
す
る
全
国
統
一
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
設

○
厚
労
省
、
介
護
分
野
の
人
材
確
保
対
策
と
し
て
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
専
門
の
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。ま
た
、
資
格
取
得
に
向
け
職
業
訓
練
期
間
中
の
雇
用
保
険
給

付
の
拡
充
を
発
表

○
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
う
ち
、
日
本
語
等
研
修
を
修
了
し
た
１
０
１
人
が
就
労
・
研
修
を
開
始

○
厚
労
省
の
調
査
で
、
特
養
な
ど
介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
の
要
介
護
度
が
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
た　

年
に
３
・　

だ
っ

００

３５

た
特
養
の
平
均
要
介
護
度
は
３
・
８
に

○　

年
度
第
２
次
予
算
成
立
、
介
護
人
材
対
策
に
１
６
８
０
億
円

０８
○
仕
事
と
住
居
を
失
っ
た
非
正
規
社
員
ら
を
支
援
す
る
た
め
開
設
さ
れ
た
年
越
し
派
遣
村
に
予
想
を
超
え
る
人
が
集
ま
り
、
厚
労
省
は
講
堂
を
臨
時
開
放
す
る
異
例

の
措
置

★
第　

回
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
。１
万
８
１
６
編
の
応
募
②

３２

★
福
祉
・
介
護
に
お
け
る
緊
急
相
談
会
を
開
催
②

○
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
宇
宙
開
発
や
介
護
・
保
育
な
ど
新
規
雇
用
創
出
に
む
け
た
日
本
版
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
提
言

○
厚
労
省
、
障
害
者
雇
用
率
未
達
成
企
業
に
納
付
金
適
用
を
決
定

○
厚
労
省
社
会
保
険
審
査
会
少
子
化
対
策
特
別
部
会
、
保
育
制
度
改
革
案
の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
第
１
次
報
告
を
ま
と
め
る

○
東
京
大
学
と
筑
波
大
学
、
企
業
の
退
職
者
や
介
護
経
験
の
あ
る
主
婦
な
ど
を
対
象
に
し
た「
市
民
後
見
人
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
発

○
厚
労
省
、ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
介
護
職
の
紹
介
状
況
の
推
移
を
公
表
。　

年
と
比
較
し
て　

年　

月
の
新
規
求
職
者
数
は
２
５
４
９
人
増
加
、
就
職
率
は　

・
２

０７

０８

１２

５８

％
で
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
の
増
加

★
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
か
な
が
わ
集
会
開
催
③

★「
職
場
で
の『
モ
ラ
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』へ
の
取
り
組
み
」を
テ
ー
マ
に
、
法
人
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
開
催
④

○
内
閣
府
の
調
査
で
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
女
性
が
３
人
に
１
人
い
る
こ
と
が
判
明

○
厚
労
省「
障
害
者
の
一
般
就
労
を
支
え
る
人
材
の
育
成
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」が
、
就
労
支
援
に
携
わ
る
人
に
共
通
し
て
必
要
な
基
本
的
知
識
・ス
キ
ル
を
明
確

に
し
、
専
門
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
研
修
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
報
告
書
に
ま
と
め
る

○
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
の
若
者
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た「
青
少
年
総
合
対
策
推
進
法
案
」が
閣
議
決
定

○
厚
労
省
の
調
査
で
、　

歳
未
満
で
認
知
症
を
発
症
す
る「
若
年
性
認
知
症
」の
患
者
の
全
国
推
計
が
３
万
７
７
５
０
人
に
上
る
こ
と
が
判
明

６５

○
こ
ど
も
未
来
財
団
、
婦
人
保
護
施
設
の
入
所
女
性
と
同
伴
児
童
に
関
す
る
全
国
調
査
を
実
施
。児
童
担
当
職
員
が
い
る
施
設
は　

％
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明

２４

○
男
性
介
護
者
と
支
援
者
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
京
都
市
に
発
足

○
全
社
協
、
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
制
度
の
現
状
、
活
動
団
体
の
報
告
、
実
践
例
、
統
計
資
料
な
ど
を
ま
と
め
た「
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
年
報
２
０
０
９
」を
公
表

◇
横
浜
市
、
敬
老
・
福
祉
パ
ス
が
横
浜
市
越
境
乗
車
を
可
能
に

◇
県
、
全
国
初
と
な
る
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
総
合
的
支
援
条
例「
神
奈
川
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」制
定

○
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
な
ど
は「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」に
対
す
る
改
正
を
提
言

○
全
社
協「
障
害
者
の
虐
待
防
止
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」、「
障
害
者
虐
待
防
止
の
手
引
き
」を
ま
と
め
る

◇
県
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）」の
改
正
に
伴
い「
か
な
が
わ
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
プ
ラ
ン
」改
定

◇
県
、「
神
奈
川
県
障
害
福
祉
計
画
」改
定（
第
２
期
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
）

２１

２３

◇
県
、「
神
奈
川
県
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
実
施
計
画
」策
定

◇
県
所
管
内
に
約　

年
ぶ
り
と
な
る
児
童
養
護
施
設
が
新
設

５０

○
厚
労
省
、「
若
年
性
認
知
症
」の
患
者　

人
と
そ
の
家
族
、
支
援
団
体
の
関
係
者
ら
と
初
の「
若
年
性
認
知
症
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
意
見
交
換
会
」開
催

１１

○
厚
労
省
、
精
神
障
害
者
雇
用
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
委
託
す
る
９
社
を
選
定
し
実
施

○
厚
労
省
、「
社
会
的
養
護
施
設
に
関
す
る
実
態
調
査
」の
結
果
を
公
表
。施
設
入
所
児
童
が
家
庭
で
受
け
た
虐
待
の
種
類
は「
ネ
グ
レ
ク
ト
」が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に

○
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
知
的
障
害
の
あ
る
方
も
作
成
に
関
わ
っ
た「
わ
か
り
や
す
い
障
害
者
の
権
利
条
約
」の
出
版
記
念
学
習
会
を
開
催

◇
県
、
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て「
か
な
が
わ
求
職
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

○
日
本
経
済
新
聞
調
べ
で
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の
３
都
市
で
特
養
な
ど
施
設
に
入
居
を
目
的
に
、
転
居
し
た
高
齢
者
は
１
５
０
０
０
人
に
上
る
こ
と
が
明
ら
か
に

社
会
の
う
ご
き
・
事
件
・
事
故

▽
バ
ラ
ク
・
オ
バマ
第　

代
米
大
統
領
誕
生

４４

▽
文
科
省
は
、　

年
に
全
国
小
学
５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対

０８

象
に
初
め
て
実
施
し
た
「
全
国
体
力
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
公
表
。１

週
間
に
ほ
と
ん
ど
運
動
し
な
い
生
徒
が
、
中
学
校
で
は
女
子
の
約

３
割
、
男
子
の
約
１
割
に
及
ん
だ

▽
日
本
経
済
団
体
連
合
会
と
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
が
連
盟

で
、
労
使
が
協
調
し
て
雇
用
問
題
に
取
り
組
む「
雇
用
安
定
・
創

出
に
向
け
た
労
使
共
同
宣
言
」を
発
表

▽
中
国
が
１
月
の
新
車
販
売
台
数
で
初
の
世
界
一
に

▽
ロ
シ
ア
通
信
衛
星
と
ア
メ
リ
カ
イ
リ
ジ
ウ
ム
衛
星
が
衝
突

▽
ロ
ー
マ
市
が
ダ
ラ
イ
・ラ
マ　

世
へ
名
誉
市
民
称
号
を
授
与

１４

▽
長
野
・
群
馬
県
堺
の
浅
間
山
が
噴
火

▽「
お
く
り
び
と
」「
つ
み
き
の
い
え
」が
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞

▽
定
額
給
付
金
財
源
法
が
成
立

▽
金
賢
姫
元
工
作
員
と
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
田
口
八
重
子
さ
ん
の

家
族
が
韓
国
・
釜
山
で
面
会

▽
宇
宙
飛
行
士
若
田
光
一
さ
ん
シ
ャ
ト
ル
長
期
宇
宙
滞
在
へ

▽
成
田
空
港
で
米
貨
物
機
が
着
陸
失
敗
、
炎
上

▽
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
規
模
で
流
行

▽
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

▽
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
ご
結
婚　

年
を
迎
え
る

５０

▽
障
害
団
体
に
適
用
さ
れ
る
郵
便
料
金
の
割
引
制
度
を
悪
用
し
た

と
し
て
関
係
団
体
一
斉
捜
査

▽
裁
判
員
制
度
開
始

▽
韓
国
ノ・
ム
ヒ
ョ
ン
前
大
統
領
死
亡

▽
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
、
国
内
で
初
確
認

▽「
放
浪
記
」の
森
光
子
さ
ん
、
国
民
栄
誉
賞
受
賞


